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　令和３年10月７日22時21分に千葉県北西部の深さ

75㎞でマグニチュード5.9の地震が発生しました。

震源の深さが深いように思う方も多くいらっしゃる

かと思われますが、関東のこの地域では時々大きな

地震が起こる深さです。いまから16年前の2005年７

月３日にも、ほぼ同じ場所でほぼ同じマグニチュー

ドの地震が発生しています。ちょうど前日の６日２

時46分頃、岩手県沖でマグニチュード5.9の地震が

発生し、緊急地震速報が出されたばかりなので、千

葉県の地震のニュースに注目した方は多かったでし

ょう。

　この地震では埼玉県川口市、宮代町、および東京

都足立区で震度５強を観測したほか、東北地方から

近畿地方にかけて震度５弱から震度１を観測しまし

た。この地震は、発震機構が東西方向に圧力軸を持

つ逆断層型で、太平洋プレートとフィリピン海プレ

ートの境界で発生しました（気象庁による）。この地

震により、重傷者６人、軽傷者43人などの被害が生

じました。足立区の日暮里・舎人ライナーで緊急停

止した車両が脱輪し、軽傷３人の被害が生じていま

す。(11月26日時点、総務省消防庁による)。報道に

よると、当日は電車等が不通となり、多数の住民の

帰宅に支障がでました。

　気象庁のホームページで震度データベースを検索

すると千葉県北西部の地震の震度分布を確認するこ

とができます。震源に近い千葉中央区では震度５弱

を観測していますが、その周辺では震度４を観測し

た場所が多く存在します。一方、震度５強を観測し

た東京都足立区や川口市周辺では震度５弱を観測し

た場所が多く存在します。一般的に、地震の震度は

震源に近い場所で震度が大きく、震源から遠くなる

に従って震度が小さくなるのが標準です。なぜ、震

源に近い千葉市の周辺部の多くで震度４が観測さ

れ、震源から遠い足立区、川口市で震度５強が観測

されたのでしょうか。この原因は地盤の揺れやすさ

の違いによるものです。地震時の揺れは表層地盤の

影響を強く受けます。地震の震源から同じ程度の距

離でも地盤増幅率の違いにより震度（揺れの大きさ）

は大きく異なる場合があります。

　「地震ハザードステーション」は、全国の地震動

確率を閲覧可能なホームページです。地震動確率の

地域による違いが色で示されています。この違いの

大きな要因は地盤増幅率によるものです。ホームペ

ージの上部にある「表層地盤」と書かれたタブをク

リックすると全国の地盤増幅率が色分けされていま

す。赤色が濃いほど地盤増幅率が高く、黄色で標準

的な値、青色で増幅率が低いことを示しています。

関東平野などは全域的に増幅率が高く、揺れやすい

地盤であることが予想できます。その中でも利根川、

江戸川、荒川などの大きい河川の流域では増幅率が

濃い赤色を示していることがわかります。これらの

地域では増幅率が少なくとも２倍以上を示していま

す。地盤増幅率は平野部で高いだけでなく、そのな

かでも大河川流域ではより高い値を示すことがわか

ります。言い換えれば、地震時に大きな揺れとなり、

被害が発生しやすい地域であると言えるでしょう。

　この増幅率は、関東地方以外は「微地形区分」か

ら簡易的に算定されています。本来、正確に増幅率

を算定するには地盤の地下構造を知る必要がありま

す。2021年３月に更新された最新の結果では、関東

地方のみ地下構造探査に基づいた増幅率が算定され

ました。他地域に比べ予測の精度は高いと考えられ

ますので、上述の震度の大きな場所と増幅率の高い

場所関係が明らかになりました。しかし、東北のよ

うな関東以外の地域では、探査による精度の高い増

幅率が利用できるにはまだまだ時間がかかりそうで

す。

参考URLアドレス：

気象庁震度データベース検索：https://www.data.

jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.html

地震ハザードステーション：https://www.j-shis.bo

sai.go.jp

※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大学

地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県北広域振興局久慈審査指導監

は６日付で、「久慈港半崎地区臨

港道路落石対策及び土砂流出対策

調査・設計業務委託」を公告した。

同業務は、簡易総合評価落札方式

（簡易２型）の対象案件となって

いる。入札参加申請書の提出期限

は14日正午で、入札は21日を予定

している。

　同業務は、久慈港半崎地区の臨

港道路において法面からの落石対

策、沢からの土砂流出（暫定）対

策について、必要な測量や設計を

行うもの。

　業務対象地域は久慈市半崎地内

で、履行期間は22年３月15日まで

となっている。

　今回の業務では、現地測量や路

線測量をはじめ、法面工予備設計、

落石防護柵詳細設計、貯砂施設応

急対策などを行う。

　入札参加資格としては、20・21

年度建設関連業務競争入札参加資

格者名簿の測量業務「地上測量」

および土木関係建設コンサルタン

ト業務「道路」に登録されている

者で、県北広域振興局（本局）の

区域に本店または県内に本店を有

した上で営業所を有すること―な

どを設定している。

　このほか、擁壁・補強土設計お

よび路線測量を元請けとして受注

した実績も求めている。

　県北上川上流流域下水道事務所

は７日付で、簡易総合評価落札方

式の北上川上流流域下水道ほか北

上浄化センターほか汚泥処理基本

計画策定業務委託を公告した。申

請期限は15日正午。入札日時は22

日の午前９時から午後５時まで。

開札は翌23日を予定している。（関

連７面）

　同業務は、北上浄化センター、

水沢浄化センター、一関浄化セン

ターで実施している「汚泥の共同

焼却」について、将来の効率的か

つ経済的な手法を定める基本計画

を作成するもの。

　施行地は、北上市相去町岩の目

地内ほか。

　３施設とも処理方式は標準活性

汚泥法。処理能力は、北上浄化セ

ンターが４万8010立方㍍／日最大

（20年度末）。全体計画、事業計画

とも処理能力は同じく４万8010立

方㍍／日最大。水沢浄化センター

は２万2700立方㍍／日最大（同）。

全体計画は３万3200立方㍍／日最

大、事業計画は２万9700立方㍍／

日最大。一関浄化センターは１万

3400立方㍍／日最大（同）。全体計

画は２万1200立方㍍／日最大、事

業計画は１万7300立方㍍／日最大

となっている。

　業務内容は、基本作業の確認、

各浄化センターの現状評価・課題

の分析など基本事項の検討、汚泥

処理の見直し方針の決定、改築計

画の策定、実施計画の策定、提出

図書の作成。このうち、改築計画

の策定では老朽化やリスク対応の

評価に基づく改築更新の検討、実

施計画の策定ではＰＰＰ／ＰＦＩ

手法選択検討導入を視野に年度別

建設計画を策定する。

　履行期限は、22年３月18日まで。

入札参加資格には、土木関係建設

コンサルタントに登録され、資格

申請において下水道業務を申請業

務としている者で、岩手県内に本

店または営業所を有すること、な

どを付している。

　県南広域振興局農政部一関農林

振興センターは、一関市の産女川

地区での復旧治山事業について、

今年度での事業完了に向けて施工

を実施している。地すべりが多発

している個所で、堰堤が整備され

ているが老朽化している状況か

ら、保全に向けて堰堤の新設や既

存堰堤の補修を進めてきた。

　同地区は、過去にも地すべりが

多発し、大規模な地すべりも繰り

返し起きている。林野庁の直轄地

すべり防止事業により復旧が行わ

れてきている。近年では、08年の

岩手・宮城内陸地震により発生し

た地すべりによる流出土砂は著し

い量だったが、過去に整備した治

山施設によって、被害の軽減が図

られた。

　ただ、1968年以前に施工され、

既に県に引き渡された施設の老朽

化が著しく、損壊した場合は下流

の厳美地区に土砂流出等多大な影

響を及ぼすため、施設の補修等を

行い、地域の保全を図る必要があ

る。国道342号をはじめ、産女川

下流域の人家、農地等の保全に向

けて整備する。

　事業計画は、渓間工４基、山腹

工0.09㌶。17年度から21年度まで

の５カ年で事業を進めており、総

事業費が約５億1000万円となって

いる。

　渓間工のうち２基は、堰堤の新

設となる。整備する堰堤の概要を

見ると、それぞれ堤長55.5㍍、高

さ7.0㍍、堤体積1339.8立方㍍と、

堤長32.3㍍、高さ9.0㍍、堤体積81

7.9立方㍍の規模となっている。

いずれも既存堰堤の下流に設ける

こととしている。

　補修を実施する堰堤について

は、１基がグラウトの注入による

補修。他の１基は、大型かご工と

基礎洗堀個所の根継工により補修

を行った。

　現在は、堤体積817.9平方㍍の

堰堤の新設工事が進められてい

る。この工事の完了により、事業

完了となる見通しだ。

　県沿岸広域振興局宮古審査指導

監は、総合評価落札方式の「一般

国道340号ほか谷内橋ほか２橋橋

梁補修設計業務委託」を入札した

結果、富岡エンジニアリングが89

3万3500円で落札した。委託期間

は、22年３月20日までを予定して

いる。（関連７面）

　同業務は、県で実施した橋梁点

検結果等を基に橋梁の劣化状況や

損傷状況を把握し、それに対応し

た対策工法を検討した上で橋梁補

修設計を行うもの。

　対象橋梁は▽一般国道340号谷

内橋（場所：宮古市和井内地内、

橋梁形式：ＲＣＴ桁橋、橋長6.4

㍍、1963年架設）▽一般県道川内

停車場線川内橋（場所：宮古市川

内地内、橋梁形式：ＲＣＴ橋、橋

長58.9㍍、1954年架設）▽一般県

道有芸田老線馬場野橋（場所：宮

古市田老八幡水神地内、橋梁形式

：ＲＣＴ橋、橋長26.0㍍、1980年

架設）－３橋となっている。

　業務内容は、計画準備、現地踏

査、橋梁詳細調査、橋梁補修設計、

施工計画、概算工事費の算出など。

このうち、橋梁補修設計では、橋

梁詳細調査の結果により、損傷状

況に応じた補修方法などを検討の

上、補修設計を実施。補修形状な

どの決定や、補修詳細図、仮設計

画図等の作成を行う。

　県土整備部建設技術振興課は、

簡易総合評価落札方式で実施の

「二級河川甲子川水系ほか河川整

備基本方針検討業務委託」を入札

した結果、同業務は日本工営が21

00万円で落札した。（関連７面）

　この業務は、二級河川甲子川水

系などについて、河川法に基づく

河川整備基本方針の策定または変

更に係る検討を実施し、関係機関

との協議資料作成を行うもの。既

往検討資料を踏まえながら、河川

整備基本方針の原案や参考資料な

どを作成する。

　業務内容は河川整備基本方針検

討２水系で、業務対象となる水系

は、釜石市の甲子川（新規）と宮

古市の閉伊川（変更）。履行期間は

22年３月18日までの予定。

　今回の業務では、津波対策諸元

資料や洪水対策諸元資料、既存図

面、過去の浸水実績資料などを収

集・整理し、現地踏査を実施。河

川整備基本方針および参考資料、

関係機関協議資料を作成する。

　甲子川においては、治水安全度

の検討や降雨解析、治水方式の検

討、計画高水流量の検討などを実

施する計画。閉伊川に関しては、

降雨解析や既得水利権などの現状

・課題の整理などを行う。


